
家庭科教育内容に関する調査

I研究目的

家庭科教育は，今，混迷の状況におかれ，その再検

討，再編成が日程にのぼっている。乙の意味から，家

庭科の拐ヰ理論の確立は今日的課題であるといえるが，

それと同時に，教授・学習過程上の基本問題を教授学

的観点から検討することも教科の建て直しに密接に関

連する重要な課題である (1①) 本研究は後者に関

する研究の一環として行なったものであり，調査を通

して，教育内容を中核とする教授・学習過程上の実態

と問題点を把握・分析する乙とを目的としている。

E 研究方法

家庭科教師対象のアンケート調査法

①調査時期 1974 年 8 月 1 日 ~31 日

②調査対象 広島県下の小・中・高校の家庭科担当教

師(対象数:小学校148名，中学校185

名，高校166名，計499名)

③回収数(率)各々.68名 (4896). 65名 (35必)

55名(3396) .計 188 名C:~96) 

④調査方法 質問紙郵送によるアンケート調査法

⑤質問項目の構成

1家庭科の授業の現状 (6問)

2家庭科の教育内容についての教師の意識 (7問)

8家庭科の授業改善への教師の意欲 (4問)

目結果および考察

1家庭科の授業の現状 ….....・H ・.....・H ・...……(表 1) 

①最近，各教科とも教育内容の増大がいわれている

が，家庭科も例外ではなく，そしてそれは低学年より

も高学年lζ於いて深刻である乙とが指摘されたD

② 家庭科の現行授業時間数については，中・高校段

階で「少なすぎる」乙とが指摘され，家庭科廃止論

(②)が出されている今日，逆l乙家庭科専門の教師

は時間数の増加を望んでいる乙とが明らかになっTこq

③ 家庭科の資業は，小・中学校段階では「実習・製

作・実設JIと主きがL古かれ.高校段詰で初めて r~主義j

が半数を占めるという現状であるョ

④ 生徒lこ持たせる致材として「教科苔Jが圧倒的で

中妻静子

あるのは当然としても，小学校段階で「市販の教材セ

ット」・高校段階で「実習・製作の手引き」が多く使

用されているのは特筆すべきであるO

⑤ 教科書は小・中・高校を通して「授業中lζ時々使

われるJ傾向にあるが，高校に於ては.4096の教師が

「授業中連続して使用する」と答えているo 乙のよう

な利用状況を考える時，教科書内容の持つ重要性が改

めて認識させられる。

⑥ 教科書は，小学校段階では「学習の課題をはっき

りさせる」ために使用され，中・高校段階では「学習

内容の説明J，ζ使われている。また，全般的lζ 「授業
のまとめ」として利用されるととが多く，授業に於け

る教科書の役割りは決して少なくないと言える口

表1 家庭科の授業の現状 (M・Aは複数回答)
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2家庭科教育内容についての教師の意識…・・(表2)

⑦ 家庭科の性格については諸論があるが，教師の大

多数は「家庭生活に関する実習・製作」を強調すべき

教科として把えている。

③学校教育に「人間性Jを取り戻す乙とは.19初年
代の教育課題とされている(③)が，家庭科iと於ても

現在以上に「人間性jを追求した学習の必要性が考え

られている。

⑨ 家庭科の改善点としては，特に「教育内容の精選l

が要求されている。内容精選は今回の学習指導要領改

訂の中心的な柱であったが，今なおその必要性がいわ

れ，教育実践場lζ於ても重大な問題となっている口

⑩⑪学習指導要領は，現在，法的拘束力を持っと言

われているが，乙れに準拠して指導を行なうととに対

し，大多数の教師は否定的であるD これには，学習指

導要領に盛り込まれている内容が教師を満足させるに

足らないという乙とも原因していると思われる。

⑫⑬ 家庭科の指導に於いて，教科書への依存度は高

いが，その内容には数々の欠点があることが指摘され

たロ即ち，児童・生徒にとっておもしろくない，内容

が多すぎる，内容が画一的である，等々であるが，教

科書の欠点を指摘したのは，高校教師に多く，高校家

庭科教科書内容の再検討が急がれる。

表2 家庭科の教育内容についての教師の意識

質 間 項 目 |小学校|中学校|高校

⑦ 家庭科では家庭生活iζ関する実習・製作を 倒 倒 防
ア.強請する必要がある 65.2 68.2 58.1 
イ.さほど強調するには及ばない 31.9 31.8 81.4 
ウ.必要としない 。 o 。

⑨ 家庭科において今以上に人周性を追求した学習は
7. 必要である 55.2 69.7 65.4 
イ.ょいと思うが無理である 36.2 28.8 29.1 
ウ.不必要である 4.3 。 。

|作受~I 親陥附ど…悶計
ア.学子手形態の改善である 18.8 27.8 84.5 
イ.内雰を精選するEとである 71.0 78.8 92.7 

~ ゥ.内容選定It教師の自主性を認める'乙とである 20.3 33.3 85.4 

iQJ .ーzヲ(1程学科の'R指指導導内容は
要領に'事拠するのがよい 52.2 36.4 25.5 

イ.教師の自主的判断に任せるべきである 36.2 40.9 36.4 

:m現行学'fl街導要領にもり込まれている内容について

(川 イア 現削行除のした内万容のがまよいまでと思よいう内nがある 50.1 15.1 38.2 

21.1 57.6 29.1 I 
A ウ.指導対象学年を変更した万がよい内容がある 5.8 38.8 7.8 I 
ヱ.さらにつけ加えたい内容がある 13.0 21.2 23.5 I 

⑬ 今後の棉fIの指導に料、て教科書はどうあるべきか | 
A.教科書は必要である (寛也 81.3 8(.9 89.1 

B・教科書は必要で往い (理由 1.2 8.0 1.8 I 

⑬ 使用中の家@科教科書にはどん位欠点、がありますか

ア.内杏が画一的である 21.7 22.1 29.1 
イ.内容が科学的でない 10.1 15.2 86.4 

て出ー エウ 治内容写が真多す図ぎ表るが不適当
21.1 50.0 29.1 

14.5 15.2 84.5 
A 寸.児遺・生徒にとっておもしろく位い 27.5 21.2 86.4 
ヲヲ.系統性がない 8.1 11.6 20.0 
キ.不必要な教材が多すぎる 10.1 21.2 28.6 
ク.文章表現が不適当 11.6 16.1 82.7 

3家庭科の授業改善への教師の立欲....・H ・-…(表3)

⑭⑮ 諸外国の家庭科教育の動向に関心ぞ持つ教師は

多く，必要性を窓じている教師は全員lζ近い。

⑬ 新しい学習指導方法を試みているのは中・高校の

教師lζ多く，具体的には教育慢器の導入をあげているo

⑫ 学習指導法のーっとして発見的手法を用いる必要

は大いにあるとされ，従来の指導方法改善への教師の

意欲が伺われる。

表3 家庭科の授業改善への教師の意欲

百 問 ;n 11 |小判|巾判Itli ~< 
が よ荷外国の家電科教育の針司に ~) 同 ("J 
ア. t¥G.c"がある ( f'3主的に) 652 773 94.6 

イ.関心がない 26.1 116 3.6 

。諸舛置の家~Hヰ鞍可i:~C"を持つこと li

ア.必雲である 88.4 97.0 96.4 

1. 不必雲である 5.8 1.5 1.8 

J" 新しい学習指導只J体7訟的を.-とり入れて授童をしてみたζE
ア.ある ( flJj:gj::) 130 42( 43.6 

イ. '..い 76.9 48.5 40.0 

'I~ 家立科で竺見的子i去を用いた学fI指導をする
ア.必妻がある (具体的に) 50.8 68.2 63.6 

イ.必霊訪;'.lい 159 12.1 10.9 

W 結論
1. 家庭科教育改善のための中心的課題は教育内容の

精選である。

2. 内容精選lζは学習指導要領.でレベ、ルでの精選と，

実践レベJレでの精選の二つがある。現在，前者lζ関し

てはその不充分さが至る所で指摘され，後者が教師の

急務とされているが，それを可能にするためには，指

導内容の選定を教師の自主的判断lζ任せることがまず

必要とされる。

3. 内容精選と関連して，教科書のあり方を再検討し，

同時にその内容の改善を図るととが望まれる。

4. 家庭科教育の改善にあたっては他の諸条件と共に

教師の主体性という乙とが大きな要因をなすが，調査

から，小学校よりも中・高校の教師の方が主体的であ

る乙とが判明した。小学校家庭科の廃止が強Z尽きれて

いる(④)今日，考えるべき問題であると思われる。

(広島大学大学院)
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